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１．研究計画の概要

情報技術の進展とともに社会全体に
ICT(Information and Communication
Technology)化の波が押し寄せてきている．
本研究ではICT化が進みユビキタスな環境
下における生産システムのサステイナビリ
ティについて製造業の存立基盤である工場
システムとサプライチェインの両面から研
究し，ダイナミックに変動する市場環境下
において製造業が柔軟に対応できる新しい
持続可能な生産システムの構築・運用に資
することを目的としている．研究期間内に
おいては以下の点を明らかにすることを目
標とする．
（１）一般的生産システムにおける自律的シ
ステム運用法の検討
（２）全体システムにおける自律的システム
運用法の有効性の評価

（３）自律的生産システムのサステイナビリ
ティの検討
（４）サプライチェインにおける環境負荷を
考慮した SCM モデルの構築

２．研究の進捗状況
（１）ジョブショップの自律的運用法とその
実装に関する研究

ICT整備が進みユビキタス環境となると
想定される未来工場モデルとして，全ての工
場の構成要素が情報処理，保管，通信可能な
インテリジェントな情報通信機能を個別的
に有する理想的な状況を前提とした．
① 中品種中量生産システムとして実用さ

れている RGV を搬送装置とする FMS
の生産環境への適応性を高めるため．自
律的運用法の導入を考えた．搬送ワーク
の所在場所の選考順序と繰り返し単純

オークション法によるワーク選択を組
み合わせることにより効率的な RGV の
運行を実現できることを示した．

② 機能の異なるマシニングセンターより
なるジョブショップを対象として，双方
向オークション法と呼ぶ新たな自律的
運用法を提案した．これにより，ワーク
およびマシニングセンター双方の優先
順序を考慮に入れたスケジューリング
が実現できることを明らかにした．

③ 上記結果の実システムへの実装のため
のソフトウエア構成について研究を進
め，基本的なフレームを設定した．また，
実装に際してはジョブ群を一括管理す
る倉庫機能の必要性，搬送システムの取
り扱いなど新たな研究課題を明らかに
した．

（２）実仮想融合生産システムに関する研究
従来の分散型生産システムシミュレーシ

ョンの成果を発展させ，生産システム構成に
柔軟に対応しつつ効率的な運用を実現する
基盤として，実システムとそのシミュレーシ
ョンモデル（仮想システム）を一体化して構
成する方法について検討し，その実現方法，
運用への適用などについて研究し，その有用
性を示した．
（３）環境適合性を考慮した国際物流に関す
る研究
国際化するサプライチェーンの環境に優

しい実現の基礎として炭酸ガス排出量から
見た最適国際物流経路の探索に関する研究
を遂行し，成果を得た．
上記以外にも様々な生産システムにおける
効率的スケジューリング技法に関する研究
や工場レイアウトなどに関する研究を遂行
し，成果を得ている．
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３．現在までの達成度
② おおむね順調に進展している．
研究の進捗状況に期したとおり，目的とし

た項目に対して着々と成果を挙げている．部
分的には当初の計画よりも進んだ成果を得
ている．またその成果は学会論文，国際会議，
国内学会において多数発表していることか
ら順調に伸展していると評価した．
４．今後の研究の推進方策

現在進めている研究を継続しそれらの完
成度を高めると共に学会論文としてのとり
まとめを進める．
５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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